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論文の内容の要旨
　本論文の研究は，一般に直接扱うことの難しい離散的な群に対して，群から定義される境界と呼ばれる位相空
問を考察することにより群の情報を得ようというもので，代数的位相幾何学の一つの新しい研究と考えられてい
る。特に，双曲群，コクセター群は，この研究の申心であり，本論文は後者の群について扱い，全5章からなる。
　コクセター群πを与えると，演算を定めるコクセター系（肌s）によって，ある単体的複体五（肌∫）と，その
商空間でCAT（O）空問と呼ばれる位相的に適度な性質を持つ空問Σ（肌S）が得られる。更に，Σ（肌∫）には
CAT（O）空問としての境界∂Σ（肌S）を付け加え，そのコンパクト化が得られる。この境界∂Σ（肌S）をコ
クセター群豚の境界といい，この位相を考察することが本研究の中心である。一般に，コクセター群の代数的構
造が境界の位相構造を反映するかどうかは大きな問題となっているが，コクセター群の代数的cohomo1ogyについ
ては，Dranis㎞ikovにより，1次元低い境界の幾何的なreducedcoho狐o1ogyで与えられることが証明され，また，
Bes肘inaとMessにより，コクセター群Wに対して，代数的に次元関数vcd灰豚（vir亡ua1cohom1ogica1d㎞ension）が
考察され，境界の幾何的なコホモロジー次元との関係が与えられた。本論文は，さらにコクセター群の境界に関
してDranishn1kov，Davis等の結果を進展させ，また，CAT（O）空問の一般化であるBusemam空間について，Ranjbar
Mot1agh型の定理を証明している。
　以下，内容を述べると，本論文の序では，著者が得た結果を中心に論文全体の概括が述べられている。本論文
は，いわば代数の範醇にあるコクセター群を位相的に考察するという研究であるため，準備の章には量的にある
程度の長さを要する。そのため準備として1，2章において，空間のコホモロジー次元から，CAT（O）空聞，コ
クセター群及び境界等に至るまで，幾つかの基本的性質が述べられている。
　第3章では，vcd〃について，DranishnikovがR＝Z（整数環）で得た幾つかの事実を，灰が単項イデアル整域
の場合に証明し，更に，この場合の境界のコホモロジー次元ひdim、∂Σ（肌S）が〃のときに，各Oくゴく〃につ
いて頂点の集合∫からη⊂∫を選んで，ひdimκ∂Σ（肌η）＝ゴとできることを示した。これは通常の次元論から
の自然な類推であり興味深い。
　第4章は，本論文の中心となる章で，その価値が最も高く認められる部分である。Davisは，コクセター群Wの
コホモロジーの計算公式を与え，原理的には計算を可能としたが，DaViSの公式では中問の頂点に絡む議論がかな
り複雑で，境界∂Σ（肌S）が簡単な空間でも，そのコホモロジーの具体的な計算は殆ど不可能であった。本論文
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において著者は，コクセター系（肌∫）の既約分解に着目し，新しく計算公式を与えた。著者は，実際に射影平面
にこの公式を適用し，スムースな計算を行っているが，（肌s）の既約分解は通常は求めやすいものであり，その
意味で，著名が得た公式は極めて有用なものであると言える。
　第5章では，双鐘空聞に作用するある種の群の性質を，跳semam空間上で考え，Ranjb狐Mot1aghの双曲空間に
対する結果の類似を証明している。この場合においてもBusemam空問に作用する群Fの境界∂Fの概念が考えら
れ，rの部分群H⊂Gに対して，∂G＝∂Hとなる必要十分条件が与えられた。これは始めに述べた問題と関連
しての興味深いものである。
審査の結果の要旨
　本論文のコクセター群の境界の研究は，1987年のGromovによる双曲群の研究に由来するが，コクセター群の場
合には，位相的にコホモロジー次元が適用できるなどの有用性を多く持つ。他方，コクセター群の群構造は，そ
の境界にどう反映するか等の未知な部分も多い。本研究において著者が得た境界のコホモロジー群の計算公式に
見られる着想及び証明の技法は，コクセター群の具体的な考察に繋がる新しい可能一性を示したと言える。本論文
は，成果及びその手法を通してこの方面の研究の発展に大いに寄与したものと考えられる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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